
　特別月間とは・・・
クラブだけではなく、ロータリアン一人ひとりが、ロータリーの活動に参加するよう

強調するため、国際ロータリー（ＲＩ）理事会が指定した月間のことです。

特特　　　　別別　　　　月月　　　　間間　　　　名名

７７月月 母母子子のの健健康康月月間間

８８月月 会会員員増増強強・・新新ククララブブ結結成成推推進進月月間間

９９月月 基基本本的的教教育育とと識識字字率率向向上上月月間間　　//　　ロローータタリリーーのの友友月月間間※※

１１００月月 地地域域社社会会のの経経済済発発展展月月間間　　//　　米米山山月月間間※※

１１１１月月 ロローータタリリーー財財団団月月間間

１１２２月月 疾疾病病予予防防とと治治療療月月間間

１１月月 職職業業奉奉仕仕月月間間

２２月月 平平和和構構築築とと紛紛争争予予防防月月間間

３３月月 水水とと衛衛生生月月間間

４４月月 環環境境月月間間

５５月月 青青少少年年奉奉仕仕月月間間

６６月月 ロローータタリリーー親親睦睦活活動動月月間間

※9月ロータリーの友月間、10月米山月間は日本独自の強調月間です。

（2023年1月改正）

22002244--2255年年度度
ロローータタリリーー特特別別月月間間立し、38 年間継続して奨学金の支援活動を

行ってきた。地道な活動ですが、奨学金支

援者累計数は 210 名を超えて、対象家族と

学生に希望と勇気を与え続けている。併せて

学生と会員の精神的な信頼感が深まり、地

域社会貢献度の理解と奉仕意欲が高まって

いる。互いに尊敬深まる模範の青少年育成

の継続事業です。 

 

 

 

奉奉仕仕活活動動優優秀秀ロローータタリリアアンン  

 

大塚 榮一（八日市場 RC） 

千葉市親子三代夏祭りに於いて、エンドポリ

オ運動とロータリー広報イメージ向上にお神

輿を仕立て、その効果は有益で成功裏に終

わった。大塚会員は夏祭り実行委員会を支

援して、お囃子の存在価値をいかんなく発揮

された。地域を超えての社会貢献度は高く、

その価値ある大きな役目を果たしてくれた。 

 

川島 治代（千葉西 RC） 

歴代会長会の代表世話人として活躍され、

長年クラブの相談窓口になっている。女性会

員の増強やまとめ役としても気配りし、高潔な

ロータリアンの良きお手本として、様々な活

動に参加され、奉仕の理想を実践している。 

 

久佐野 博史（松戸 RC） 

2022-23 年度インターアクト委員会 委員長

として、コロナ禍にもかかわらず、インターア

クターの活動にご尽力された。 

 

廣田 二郎（君津 RC） 

長年にわたり、米山奨学生のカウンセラーと

して奉仕して下さった。関わった奨学生から

は、日本の父ちゃんと呼ばれとても親しまれ

ている。 

 

伊藤 和夫（千葉南 RC） 

自身が収穫する「お米」を通して稲作の重要

性を説き続け、田植えや稲刈りをロータリアン

に体験させることで、水田の価値や食糧問題

などを考える機会を提供した。また、本年度

より地元の大学生や子供たちにも対象を拡

大し地域市民への伝播へ挑戦し続けている。 

佐々木 高治（千葉 RC） 

向後 勝弘（千葉 RC） 

長井 弘亘（市川南 RC） 

浅野 賢一（千葉若潮 RC） 

時田 清次（市原中央 RC） 

大倉 崇（市原中央 RC） 

漆原 摂子（勝浦 RC） 

パキスタンで行った、ポリオワクチン投与に参

加し、厳しい環境下の中で献身的なポリオ撲

滅への活動を行った。ポリオ撲滅運動を通し

て、国際奉仕活動にも大きな貢献を果たし、

ロータリアンの鑑となる姿勢を示し、他のロー

タリアンへの啓蒙となっている。 


